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8
月
25
日
、
第
28
回
ひ
ら
と
み
祭
り
が
大
和
村
連
合
青
年
団
主
催
に
よ
り
思
勝

港
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ
る
舟
漕
ぎ
競
争
で
は
、

村
内
外
か
ら
エ
ン
ガ
の
部
46
チ
ー
ム
、
メ
ラ
ブ
の
部
20
チ
ー
ム
の
計
66
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
今
年
も
白
熱
し
た
レ
ー
ス
を
展
開
し
ま
し
た
。
エ
ン
ガ
の
部
で
は
、
珍

プ
レ
ー
も
続
出
。
先
頭
を
切
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
津
名
久
集
落
が
あ
っ
と
い
う
間

に
転
覆
し
た
り
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
目
指
す
奄
美
野
生
生
物
保
護
セ
ン
タ
ー

の
チ
ー
ム
が
、
4
コ
ー
ス
を
出
発
し
た
は
ず
が
コ
ー
ナ
ー
を
曲
が
り
き
れ
ず
、
1

コ
ー
ス
に
戻
り
、
盛
大
な
声
援
を
受
け
る
と
い
う
ウ
イ
ニ
ン
グ
ラ
ン
さ
な
が
ら
の

ゴ
ー
ル
を
見
せ
、
会
場
を
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

メ
ラ
ベ
の
部
は
、
Ｏ
ｒ
ｃ
ａ
（
オ
ル
カ
）
が
優
勝
。
エ
ン
ガ
の
部
は
、
流
星
な

い
る
号
が
勝
利
を
収
め
ま
し
た
。
詳
し
い
レ
ー
ス
結
果
は
左
の
と
お
り
で
す
。

　

優
勝　

Ｏ
ｒ
ｃ
ａ
（
オ
ル
カ
）

　
　
　
　
（
2
分
09
秒
45
）

　

2
位　

新
波
会 

す
ま
い
る
。

　
　
　
　
（
2
分
11
秒
06
）

　

3
位　

朝
仁
女
子
青
年
団

　
　
　
　
（
2
分
18
秒
29
）

　

優
勝　

流
星
な
い
る
号

　
　
　
　
（
1
分
56
秒
63
）

　

2
位　

仲
勝

　
　
　
　
（
2
分
00
秒
18
）

　

3
位　

Ｔ
Ｔ
戸
口

　
　
　
　
（
2
分
02
秒
94
）　

　

優
勝　

津
名
久
親
子
会

　
　
　
　
（
2
分
22
秒
39
）

　

2
位　

思
勝
婦
人
会

　
　
　
　
（
2
分
27
秒
82
）

　

３
位　

大
棚
婦
人
会

　
　
　
　
（
2
分
28
秒
58
）

　

優
勝　

国
直
青
壮
年
団

　
　
　
　
（
1
分
58
秒
87
）

　

2
位　

湯
湾
釜

　
　
　
　
（
2
分
07
秒
22
）

　

3
位　

大
棚
集
落

　
　
　
　
（
2
分
08
秒
27
）

特集

エ
ン
ガ
の
部

集
落
対
抗　

エ
ン
ガ
の
部

メ
ラ
ベ
の
部

集
落
対
抗　

メ
ラ
ベ
の
部

熱
戦
！ 

舟
漕
ぎ
競
争
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大
盛
況
！ 

多
彩
な
ス
テ
ー
ジ

　

ス
テ
ー
ジ
の
部
の
ス
タ
ー
ト
を
飾
る
の
は
、
か
わ
い
い
保
育
所
生
に

よ
る
お
神
輿
。
み
か
ん
組
と
す
も
も
組
の
保
育
所
生
が
「
わ
っ
し
ょ
い
、

わ
っ
し
ょ
い
」
と
元
気
よ
く
入
場
し
、「
ひ
ら
と
み
祭
り
ス
テ
ー
ジ
始

ま
る
よ
！
」
と
の
か
け
声
で
開
幕
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
子
ど
も
た
ち
6
名
に
よ
る
ダ
ン
ス
、「
大
和
村
バ
ン
ド
」

の
演
奏
、
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
交
通
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
ベ

リ
ー
ダ
ン
ス
、
阿
波
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
恒
例
の
ヒ
ー
ロ
ー
シ

ョ
ー
は
「
レ
ジ
ェ
ン
ド
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
」
と
い
う
ラ
イ
ダ
ー
3
名
が
集

結
す
る
豪
華
な
内
容
で
、
島
内
各
地
か
ら
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
大
興

奮
。
ま
た
、
お
楽
し
み
抽
選
会
で
は
、
航
空
券
や
ゲ
ー
ム
機
な
ど
の
豪

華
景
品
が
当
た
る
と
あ
っ
て
、
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
の

部
の
ト
リ
は
、
エ
ラ
ブ
チ
剛
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
。
長
渕
剛
さ
ん
の
ヒ
ッ

ト
曲
の
数
々
に
来
場
者
は
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
名
曲
『
乾
杯
』
の
演
奏

の
際
に
は
、
祭
り
を
開
催
し
た
大
和
村
連
合
青
年
団
を
ね
ぎ
ら
い
、
団

員
に
参
加
を
促
し
、
団
員
が
ス
テ
ー
ジ
前
に
肩
を
組
み
並
ぶ
と
、
会
場

が
一
丸
と
な
り
さ
ら
な
る
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
の
後
は
2
千
発
の
花
火
が
、
思
勝
湾
上
空
を
華
や
か
に
彩

り
、
大
和
村
の
夏
祭
り
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
に
ご
来
場

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

サ
ト
ウ
キ
ビ
産
業
の
繁
栄
を
祈
願

　

祭
り
に
先
立
ち
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
の
祖
で

あ
る
直
す
な
お 

川か
わ
ち智
翁
を
祭
る
開ひ
ら
と
み饒
神
社
に
て
、
祭

り
の
安
全
と
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
豊
作
、
黒
糖
産

業
繁
栄
を
願
う
祈
願
祭
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

川か
わ
ち智
翁
が
持
ち
帰
っ
た
3
本
の
苗
が
サ
ト
ウ
キ

ビ
栽
培
の
始
ま
り
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
苗
3
本
を
供
え
ま
す
。
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シマの 題話

子どもたちから行政に質問と提案
第 7 回 子ども議会開催

　

大
和
村
教
育
委
員
会
は
、
子
ど
も
た
ち
に
行
政
や
議
会
の
仕
組
み
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
8
月
6
日
に
第
7
回
子
ど
も
議
会
を
開
催
。
村
内
の
小

学
校
5
〜
6
年
生
8
人
が
議
員
を
務
め
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
質
問

は
大
人
も
頷
け
る
よ
う
な
以
下
の
内
容
で
す
。
①
大
棚
小
6
年 

安
住
汰
遥

さ
ん
／
教
室
に
設
置
す
る
エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て 

②
大
和
小
6
年 

林
琉
葵
刀

さ
ん
／
ま
ほ
ろ
ば
橋
の
劣
化
に
対
し
て
修
繕
は
あ
る
か 

③
大
和
小
6
年 

永

田
颯
太
さ
ん
／
大
和
川
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
大
和
川
の
活
用
に
つ
い

て 

④
大
和
小
6
年 

岩
山
天
琉
さ
ん
／
ち
び
っ
こ
公
園
の
遊
具
の
修
繕
と
ま

ほ
ろ
ば
館
の
連
携
に
つ
い
て 

⑤
大
棚
小
6
年 

小
川
さ
く
ら
さ
ん
／
楽
し
み

な
が
ら
運
動
能
力
を
高
め
る
ら
れ
る
よ
う
な
固
定
施
設
を
校
庭
に
設
置
し

て
ほ
し
い 

⑥
今
里
小
6
年 

岡
本
こ
ほ
ろ
さ
ん
／
今
里
小
の
体
育
館
の
雨
漏

り
修
繕
に
つ
い
て 

⑦
名
音
小
5
年 

重
田
好
華
さ
ん
／
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
を

使
っ
た
学
習
用
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
整
備
し
て
ほ
し
い 

⑧
大
棚
小
6

年 

徳 

冠
汰
さ
ん
／
校
区
内
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
な
ど
で
き
る
公
園
を
整
備

し
て
ほ
し
い
、
な
ど
で
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
質
問
に
大
和
村
役
場
の
各
課
長
が
真
摯
に
返
答
。
岡
本

こ
ほ
ろ
さ
ん
は
「
緊
張
し
た
。
質
問
に
対
し
て
専
門
家
と
相
談
し
て
改
善

し
て
く
れ
る
と
い
う
答
え
を
も
ら
い
満
足
」、
議
長
を
務
め
た
登
喜
康
大
さ

ん
は
「
子
ど
も
議
員
の
名
前
を
呼
ぶ
時
が
緊
張
し
た
が
、
全
体
的
に
う
ま

く
で
き
た
と
思
う
」
と
ほ
っ
と
し
た
様
子
を
見
せ
ま
し
た
。

大和村の 5年後を描くマップ作り
大和村集落まるごと体験協議会が発足！

シマの 題話

① 農家や漁業者、伝統工芸者といった様々な分野のスペシャリストに着目し、地域住民と交流を深めながら

      暮らしを体験できる魅力ある体験プログラムを開発する。

② 空き部屋や空き家を所有する潜在的な民泊オーナーを掘り起こし、宿泊事業の開業を支援する。

      多様なニーズに対応するバラエティ豊富な宿泊施設を整備する。

③ 農業体験プログラムや漁業体験プログラムにおいて「食」の充実を図り , 四季折々の食材を活用した食品の製造、

      販売や民家レストランの開業を支援する。

④「体験」と「宿泊」、「食事」の受け入れのための地域プラットフォーム「大和村集落まるごと体験協議会」を設立。    

       事業者の育成と共に地域マネージメントやサービスのワンストップ化を図り、観光を活用した地域づくりを行う。

令
和
元
年
度
事
業
計
画

大和村 11 集落の特色をいかし、
村が一体（まるごと）となって、
村外から来たお客様に対して
魅力的・感動的な体験を提供し、
そのことが大和村の活力になることを
目的として設立された組織です。

問合せ先：大和村集落まるご体協議会  電話 0997-57-2828（中村）／メール info@amami.org

　

7
月
13
・
14
日
に
第
73
回
県
民
体
育
大
会
・
第

60
回
大
島
地
区
大
会
が
開
催
さ
れ
、
村
内
で
は
奄

美
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
で
今
年
も
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
和
村
チ
ー

ム
は
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
一
回
戦
奄
美
市
チ
ー

ム
、
二
回
戦
瀬
戸
内
町
チ
ー
ム
と
あ
た
り
ま
し
た

が
大
差
を
つ
け
て
勝
利
し
、
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
競
技
で
大
和
村
の
上
位
入
賞
者
は
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
20
代
1
位
野
畑
・
元
山
ペ
ア
、

30
代
男
子
2
位
河
野
・
元
山
ペ
ア
、
陸
上
競
技
30

歳
未
満
男
子
走
り
幅
跳
び
1
位
福
島
秀
太
、
30
歳

未
満
男
子

100
ｍ
1
位
村
田
丈
尚
、
30
歳
代
男
子

100
m
2
位
市
田
晋
太
朗
、
水
泳
競
技
男
女
総
合
3

位
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
３
位
で
し
た
。

群体 ラグビーなど各種競技で大奮闘

　

大
和
村
で
は
じ
め
て
の
観
光
組
織
と
な
る
「
大
和
村
集
落
ま
る
ご

と
体
験
協
議
会
」（
代
表
：NPO

法
人TAM

ASU

中
村
修
、
副
代
表
：

有
限
会
社
高
倉
産
業 

大
野
英
則
）
の
2
回
目
と
な
る
協
議
会
が
8

月
6
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
村
内
の
宿
泊
施
設
や
飲
食
店

の
経
営
者
、
あ
ま
み
シ
マ
博
覧
会
の
案
内
人
な
ど
約
20
名
。
ま
ず
今

年
度
の
予
算
執
行
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
協
議
会
は
、
農
水
省
の
「
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
事
業
」
の
支
援

を
受
け
、
農
泊
推
進
と
人
材
活
用
を
村
全
域
で
進
め
て
い
く
計
画
を

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
大
和
村
の
観
光
と
地
域
活
動
が
5
年
後
こ
う
な
っ
て
欲
し

い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
す
る
た
め
に
、
サ
イ
バ
ー
大
学
教
授
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
教
え
て
い
る
勝
眞
一
郎
さ
ん
（
奄

美
市
在
住
）
を
進
行
役
に
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
レ
コ
ー
ダ
ー
（
会
議
内

容
を
絵
や
図
に
可
視
化
し
て
記
録
す
る
人
）
の
関
美
穂
子
さ
ん
が
会

議
内
容
を
イ
ラ
ス
ト
に
描
き
、道
筋
を
マ
ッ
プ
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

現
状
を
整
理
し
た
後
、
参
加
者
が
目
指
し
た
い
と
設
定
し
た

「
日
本
一
ゆ
っ
く
り
で
き
る
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
の
村
」
に
な
る
た
め
に
、

今
後
来
村
す
る
方
々
に
ど
ん
な
モ
ノ
や
コ
ト
が
あ
っ
た
ら
い
い
か
と

い
う
提
案
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
も
っ
と
村
に
宿
泊
し

て
滞
在
し
て
も
ら
う
に
は
？
」「
お
金
が
い
ろ
ん
な
人
に
落
ち
る
に

は
？
」「
継
続
し
て
経
営
す
る
に
は
？
」
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
話

し
ま
し
た
。
参
加
者
の
活
発
な
意
見
が
飛
び
交
い
、
大
和
村
の
良
い

と
こ
ろ
や
問
題
点
が
イ
ラ
ス
ト
に
な
る
こ
と
で
分
か
り
や
す
く
な
り

ま
し
た
。（
左
上
の
写
真
）

　

今
回
の
会
議
の
結
果
を
整
理
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
マ
ッ
プ
（
左
下
の
イ

ラ
ス
ト
）
を
村
内
全
戸
に
配
布
い
た
し
ま
す
。
現
在
、
観
光
や
宿
泊

施
設
、
飲
食
店
に
関
わ
っ
て
い
な
い
方
で
も
「
地
域
づ
く
り
に
関
わ

る
新
し
い
こ
と
を
始
め
た
い
」
と
い
う
思
い
が
あ
る
方
を
応
援
す
る

仕
組
み
が
で
き
そ
う
で
す
。
興
味
が
あ
る
方
は
協
議
会
に
ご
連
絡
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ち
な
み
に
、
下
記
が
今
年
度
の
大
和
村
集
落

ま
る
ご
と
体
験
協
議
の
事
業
計
画
で
す
。

   

会
議
中
に
書
い
た
イ
ラ
ス
ト

   

完
成
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
マ
ッ
プ

　

大
和
郵
便
局
の
局
長
を
務
め
ら
れ
た
故 

畑
島 

眞
雄
さ
ん
に
内
閣
府
よ
り
従
五
位
の
位
階
が
授
け

ら
れ
ま
し
た
。
7
月
25
日
大
和
郵
便
局
の
屋
井
局

長
か
ら
ご
家
族
に
位
記
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
娘

の
納
と
も
み
さ
ん
は
「
局
員
の
方
々
、地
域
の
方
々

に
支
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
こ
そ
の
受
章
だ
と
思

う
」
と
感
謝
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
畑
島
さ
ん
は
、

昭
和
42
年
か
ら
平
成
4
年
ま
で
大
和
郵
便
局
長
を

務
め
ら
れ
、
永
き
に
わ
た
り
郵
政
事
業
に
従
事
し
、

昭
和
49
年
に
は
旧
局
舎
の
老
朽
化
に
伴
い
、
現
在

の
場
所
に
新
局
舎
を
建
設
す
る
な
ど
、
大
和
村
民

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
郵
便
局
を
守
り
続
け

ら
れ
ま
し
た
。
生
前
に
は
、
勲
五
等
瑞
宝
章
が
授

与
さ
れ
て
い
ま
す
。

長年の功績に叙位
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シマの 題話 シマの 題話

　

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
や
体
験
活
動
を
通
し
て
心

身
共
に
た
く
ま
し
い
青
少
年
を
育
成
す
る
目
的

で
、
8
月
2
日
大
和
村
教
育
委
員
会
・
大
和
村
子

ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
主
催
の
大
和
っ
子
ス
ク

ー
ル
が
開
催
さ
れ
、
村
内
の
小
・
中
学
生
17
人
及

び
保
護
者
が
参
加
。
奄
美
野
生
生
物
保
護
セ
ン
タ

ー
の
自
然
保
護
官
補
佐 

高
橋
周
作
さ
ん
に
よ
る

「
奄
美
（
大
和
村
）
の
自
慢
で
き
る
自
然
」
に
つ

い
て
の
講
義 

や 

危
険
予
知
訓
練
の
講
習
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
和
浜
の
玉
野
公
和
さ
ん
を

講
師
に
網
の
作
り
方
を
習
い
、
大
和
川
に
タ
ナ
ガ

を
獲
り
へ
。
子
ど
も
た
ち
は
水
中
に
目
を
凝
ら
し

て
タ
ナ
ガ
を
探
し
、
大
和
川
上
流
で
90
匹
あ
ま
り

を
捕
獲
。
子
ど
も
た
ち
は
大
和
村
の
豊
か
な
自
然

の
中
で
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
せ
た
よ
う
で
す
。

真夏の大和っ子スクール

　

大
和
村
で
は
、
学
力
向
上
と
保
護
者
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
狙
い
で
、
平
成
29
年
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
塾
を
開
講
。
授
業
は
中
学
生
3
年
生

を
対
象
に
パ
ソ
コ
ン
画
面
を
介
し
国
語
、
数
学
、

英
語
、
社
会
、
理
科
の
５
教
科
を
オ
ン
ラ
イ
ン
家

庭
教
師
エ
イ
ド
ネ
ッ
ト
が
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
、

成
果
を
効
率
的
に
上
げ
る
た
め
開
講
に
合
わ
せ
8

月
７
日
～
９
日
の
3
日
間
、
国
語
と
数
学
の
講
師

が
実
際
に
来
村
し
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
受
講
し

た
川
畑
光
智
慧
さ
ん
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
塾
で

は
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
深
掘
り
で
き
る
の
で
充

実
感
が
あ
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。

大
和
村
で
は
こ
の
3
年
間
で
偏
差
値
が
向
上
し
て

い
る
こ
と
を
受
け
、
今
後
も
継
続
の
予
定
で
す
。

中学校３年生がインターネット塾合宿 

　

旧
暦
の
七
夕
で
あ
る
8
月
7
日
早
朝
5
時
半
、

今
年
も
ひ
ら
と
み
神
社
前
の
川
沿
い
に
華
や
か
な

七
夕
飾
り
が
並
び
ま
し
た
。

　

こ
の
七
夕
飾
り
は
、
思
勝
集
落
の
地
域
支
え
合

い
の
会
で
あ
る
「
お
が
み
の
会
」
が
制
作
。
10
年

前
か
ら
活
動
の
一
環
と
し
て
折
り
紙
を
始
め
、
6

年
前
か
ら
神
社
の
前
に
七
夕
飾
り
と
し
て
設
置
を

始
め
た
そ
う
で
す
。

　

代
表
の
榮
よ
う
子
さ
ん
は
「
ご
年
配
の
み
な
さ

ん
が
難
し
い
折
り
方
を
集
中
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
様
子
を
見
て
い
る
と
、
教
え
る
人
も
習
う
人
も
、

と
て
も
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
こ
と
に

喜
び
を
感
じ
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

思勝 おがみの会の七夕飾り

　

今
里
集
落
で
は
8
月
20
日
、
十
五
夜
豊
年
祭
お

よ
び
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
に
男

ト
ネ
ヤ
で
祈
祷
を
し
た
力
士
た
ち
が
掛
け
声
と
共

に
土
俵
へ
向
か
う
ふ
り
だ
し
を
行
い
ま
す
。
今
年

の
シ
タ
ン
（
全
身
に
墨
を
塗
ら
れ
行
列
の
先
頭
で

刀
を
払
う
動
作
を
す
る
役
目
の
人
）
は
、
移
住
し

て
約
1
年
の
前
田
克
仁
さ
ん
（
35
歳
）。
女
性
の

ふ
り
だ
し
で
は
、
力
飯
の
入
っ
た
お
盆
を
頭
に
乗

せ
る
な
ど
し
た
行
列
が
入
場
し
土
俵
を
回
っ
た

後
、
女
ト
ネ
ヤ
に
戻
り
八
月
踊
り
を
奉
納
。
最
後

に
今
里
独
特
の
ヨ
ー
ハ
レ
を
踊
り
、
豊
年
祭
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。
宮
田
カ
シ
コ
区
長
は
「
今
年

も
盛
大
に
開
催
で
き
た
の
は
、
他
の
集
落
か
ら
の

応
援
と
名
瀬
の
郷
友
会
の
お
陰
」
と
感
謝
の
気
持

ち
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今里の豊年祭

　

大
和
村
集
落
ま
る
ご
と
体
験
協
議
会
の
初
め
て

の
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
「
く
に
な
お
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス

ラ
イ
ダ
ー
」
が
、
8
月
10
日
・
11
日
に
国
直
う
み

が
め
公
園
横
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ウ
ォ
ー

タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
は
高
さ
７
ｍ
、
長
さ
25
ｍ
の
砂

と
海
水
を
使
っ
た
滑
り
台
。
満
潮
の
水
位
が
高
く

な
っ
た
波
打
ち
際
に
滑
り
降
り
る
仕
組
み
で
、
国

直
青
壮
年
団
が
補
助
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

10
日
は
台
風
の
影
響
で
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
縮

小
し
て
の
開
催
で
し
た
が
、
11
日
は
波
も
穏
や
か

で
多
く
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
村
外
か

ら
遊
び
に
来
た
女
性
は
「
娘
は
何
回
滑
っ
た
か
分

か
ら
な
い
ほ
ど
楽
し
み
ま
し
た
」
と
笑
顔
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

くになおウォータースライダー開催
　

74
回
目
の
終
戦
の
日
を
迎
え
た
8
月
15
日
、
大

和
村
防
災
セ
ン
タ
ー
に
て
戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
お
よ
そ
30
名
の
遺
族
者
が
参
列
し
、

一
分
間
の
黙
祷
を
捧
げ
、
大
和
村
出
身
戦
没
者

229
名
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。
大
和
村
長
の
式
辞

に
続
き
、
村
議
会
議
長
と
遺
族
会
代
表
者
が
追
悼

の
こ
と
ば
を
述
べ
、
関
係
者
団
体
代
表
者
ら
お
よ

び
各
集
落
の
遺
族
ら
が
白
い
菊
の
花
を
手
向
け
ま

し
た
。

　

ち
な
み
に
戦
没
者
の
所
属
別
で
は
、陸
軍

146
名
、

海
軍
53
名
、
軍
属
22
名
、
女
子
挺
身
隊
8
名
。
戦

役
別
で
は
、
日
露
戦
争
2
名
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
変

1
名
、
支
那
事
変
20
名
、
大
東
亜
戦
争

197
名
、
原

爆
死
没
者
9
名
で
す
。

戦 没 者 慰 霊 祭

　

大
和
村
の
物
産
館
で
あ
る
大
和
ま
ほ
ろ
ば
館

で
、
こ
の
夏
「
す
も
も
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
と
「
た
ん

か
ん
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
が
新
登
場
。
何
度
か
お
客
さ

ん
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
と
い
う
か
き
氷
の
上
に
ソ

フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
の
せ
た
も
の
で
、
す
も
も
ス
ペ

シ
ャ
ル
に
は
、
す
も
も
ジ
ャ
ム
と
凍
ら
せ
た
す
も

も
ゼ
リ
ー
が
、
た
ん
か
ん
ス
ペ
シ
ャ
ル
に
は
た
ん

か
ん
マ
ー
マ
レ
ー
ド
と
凍
ら
せ
た
た
ん
か
ん
ゼ
リ

ー
が
ト
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

値
段
は
七
百
円
で
、
一
人
で
は
食
べ
き
れ
な
い

ほ
ど
の
大
き
さ
。
お
盆
の
時
期
は
帰
省
客
に
も
好

評
で
し
た
。
か
き
氷
と
共
に
夏
限
定
で
10
月
中
旬

ま
で
の
販
売
で
す
。
今
後
大
和
村
の
夏
の
名
物
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

まほろば館の新商品が登場！
　

８
月
27
日
、
日
本
赤
十
字
社
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
（
赤
十
字
奉
仕
団
）
の
研
修
会
が
大
和
村
防
災

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
赤
十
字
社

鹿
児
島
県
支
部
の
浜
田
事
業
推
進
課
長
と
岩
谷
救

急
法
指
導
員
を
講
師
に
災
害
時
の
炊
き
出
し
訓
練

と
、
怪
我
の
手
当
の
方
法
を
学
び
ま
し
た
。
大
和

村
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
か
ら
17
名
、
大
和

っ
こ
ク
ラ
ブ
よ
り
児
童
11
名
が
参
加
。
怪
我
の
手

当
で
は
、
三
角
巾
や
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
使
っ
た
止

血
方
法
や
骨
折
時
の
固
定
方
法
の
実
践
。
中
井
団

長
は
「
何
度
も
繰
り
返
し
研
修
す
る
事
が
大
切
。

気
づ
き
・
考
え
行
動
す
る
事
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
。
今
回
の
研
修
を
今
後
の
活
動
や
、

地
域
の
中
で
活
か
せ
る
よ
う
、
多
く
の
人
に
広
め

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

非常炊き出し、応急処置学ぶ
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　今年、初めて戦没者追悼式に参加しました。子どもを産んでからはさら
に、戦地に向かう人や、送り出す家族の気持ちが想像できるようになり、
戦争の悲惨さを感じずにはいられません。

　勝山議長の追悼の言葉で「大和村議会は一昨年、核のゴミと言われる放
射性廃棄物の持ち込み禁止条例を制定、昨年オスプレイの飛行訓令中止を
求める意見書を可決し国に提出、また現在は国際条約である核兵器禁止条
約への署名批准を日本政府に要請する意見書の提出について協議を進めて
おります」と話されました。大和村は小さな村ですが、平和を維持したい
というその意思表示が素晴らしいと感じました。

　日本は 74 年間戦争がありませんが、世界は争いが絶えません。飛行機
で数時間の同じアジア内でも紛争や弾圧の下で苦しんでいる人が多くいま
す。私もシリア旅行の際にお世話になったご家族と連絡がとれなくなって
数年が経ちました。生きながらえていることを願うばかりです。

　世界の争いに直接できることはありませんが，私たちにできることは、
まず自分の家族や地域の小さな平和を守ること、人種や国家、考え方が違
っても共生を諦めないことだと思っています。

十五夜豊年祭では各集落で撮影させていただきありが
とうございました。こちらは大棚の豊年祭のすずりぶ
たです。集落によって違いがあって面白いですね。　
婦人方の努力のたまものです！ 

平和について思うこと

ワンダー奄美

地域おこし協力隊　小海もも子の

Wonder Amami 第 19回

　合同会社ひらとみの久保和也です。津名久に水産物加工施設が完成し、
最近は漁業にも関わることが少しずつ増えてきました。9 月にはトビウオ
漁にも参加し、イルカの群れを横目に見ながら魚を追い込んでいく経験
をして、改めて大和村の海の豊かさを実感することができました。また、
海から見ると山々が身近に感じられ、大和村は山の農産物と海の水産物
がごく近い場所でとれる地形をしており、加工品開発にはいろいろな可
能性があると思いました。

　6 次産業化で重要な点は、一過性のもので終わらせてしまわないように
することだと考えています。一過性にしないためには、大和村に今ある
もので、今できていることを行うことだと思います。トビウオを獲って、
大根を育てて、スモモを収穫して、各家庭に伝わる加工方法を用いて製
品を生み出すことができれば、それを魅力的な手段で村内外に伝えるこ
とで、大和村への注目が徐々に集まり、関係人口が増えていき、農林水
産物の価値向上に繋がるのではないでしょうか。大和村で生まれ育ち、
村外に出て行った人たちが、大和村に帰ってきて農業や漁業を生業とで
きるような未来を目指して、合同会社ひらとみは活動してまいります。

大和村の豊かな山と海、農業と漁業の可能性
ワキャシマの

マンディ

世界自
然遺産

をめざ
す

いきむん 　秋は、奄美の森に棲む哺乳類たちにとって大切な繁殖の季節で

す。繁殖期には普段とは違う行動を見かけることができます。

　日本で一番大きいネズミであるケナガネズミは、繁殖期になる

と「キュー！」という愛嬌のある甲高い鳴き声を出します。普段

は電柱や樹上を見上げながら探しますが、繁殖期はこの声を頼り

に探すことができます。鳥でも虫でもない声が聞こえたら、車か

ら降りて周辺を探してみるのがおススメです。

　アマミノクロウサギは、繁殖期になるとオスとメスが追いかけ

っこをします。追いかけっこを「メス：捕まえられるなら捕まえ

てごらんなさ～い♪」「オス：なっ、なかなか足が速いな……ゼ

イゼイ」などなど、勝手にセリフをつけながら見るのも面白いで

す。実際にいろんな駆け引きがあるんだろうなぁ～と思える行動

を見せてくれますよ。

　ぜひみなさんに、動物たちの面白い行動を見てほしいと思いま

すが、繁殖期の動物たちは相手を探すために普段より動き回った

り、夢中で相手を追いかけたりするため、交通事故が多くなりま

す。どうか気をつけて車の運転をお願いします。

Vol. 26

文／小川 信

文／奄美自然体験活動推進協議会　吉田明美

秋はほ乳類の繁殖期第 15回

ホスピス緩和ケア週間について

　2019 年 10 月 6 日～ 12 日は、「ホスピス緩和ケア週間」です。世界各国の緩和ケア

関連施設や団体が、様々なイベントを開催しています。 第 13 回目となった 2018 年は、

本邦でも 138 の関連したイベントが行われ、8,500 人を超える参加がありました。緩

和ケアとは、生命を脅かす病に直面している患者さんの痛みやその他のつらい症状を

和らげ、ご本人が最後まで自分らしく生きられるように支援する体制を提

供することです。さらに病の間も死別後も、ご家族が対処していけるよう

に支援する体制も提供します。また、病の早い時期から化学療法や放射線

療法などの生存期間の延長を意図して行われる治療と組み合わせて適応で

きます。緩和ケアはかつて、主にがんの方が対象とされていましたが、最

近は肺炎や心不全、老衰などすべての方を対象としています。

　大和診療所は、よろず診療所です。病気だけでなく、人を診ます。現在、

病院にかかられている方も、どちらの治療を選択するか、どこで療養する

か、治療や介護にかかる費用に対する心配などありましたら、何でもご相

談ください。

ケナガネズミ

大和診療所
住所：〒 894-3106 大和村大棚 420
電話：0997-57-2053 ／ E-mail ：yamato-cln@vill.yamato.lg.jp

人生初のトビウオ漁！
網を解く作業で船酔いしました…

山と海が繋がっている大和村。
農産物も水産物も可能性に満ちています！

日本にいるネズミ科では最大種で、
20 ～ 30 ｃｍにもなります。

アマミノクロウサギ
活動時間が夕方から朝方までと長いので
朝夕の運転は気をつけましょう。

広報ラジオやまと便の担当もさせてもらって

います。思い出や方言を紹介する「あの時の

風景」コーナーではお便りを募集しています！

投稿は、役場企画観光課ラジオ係まで。

次回から大和村集落まるごと体験協議会

“まるごと大和村”のコーナーとして、観

光地域づくりの進捗状況をお知らせしま

す。お楽しみに！
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裁
判
員
候
補
者
・
検
察
審
査
員
候
補
者
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
の
「
裁
判
員
候
補
者
」
又
は
「
検
察
審
査

員
候
補
者
」
に
選
ば
れ
た
皆
さ
ん
へ

　

そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
は
、
選
挙
権
を
有
す
る
県
民
の
中

か
ら
く
じ
で
選
定
さ
れ
ま
す
（
た
だ
し
、
20
歳
未
満
を
除

く
。）。
選
定
さ
れ
た
候
補
者
の
方
へ
は
、
11
月
中
旬
こ
ろ

遺
言
や
各
種
契
約
書
は
公
正
証
書
で
作
成
を

　

近
年
、
遺
産
相
続
を
め
ぐ
る
争
い
や
、
金
銭
、
老
後
の

財
産
管
理
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
遺

言
や
養
育
費
の
支
払
、
金
銭
消
費
貸
借
、
土
地
・
建
物
の

賃
貸
借
契
約
、
任
意
後
見
契
約
な
ど
、
遺
言
や
大
切
な
各

種
契
約
を
、
公
正
証
書
で
作
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ

れ
ら
の
紛
争
を
未
然
に
防
止
し
、
あ
な
た
の
財
産
や
権
利

を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
、
老
後
を
快
適
に
過
ご

す
た
め
に
、
遺
言
公
正
証
書
や
任
意
後
見
契
約
公
正
証
書

の
作
成
を
お
勧
め
し
ま
す
。名
瀬
公
証
人
役
場
で
相
談（
無

料
）
を
希
望
す
る
方
は
、
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

■
問
合
わ
せ
先

　

名
瀬
公
証
人
役
場
（
奄
美
市
名
瀬
幸
町
12
番
22
号
）

　

電
話
０
９
９
7
（
５
２
）
２
６
６
１

　

消
費
税
増
税
に
伴
い
、
名
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
指
定

ご
み
袋
の
販
売
価
格
が
変
更
と
な
り
ま
す
。
併
せ
て
、
名

瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
処
分
手
数
料
も
変
更
と
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
大
島
地
区
衛
生
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ご
理
解
、
ご
協
力
の
程
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

名
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

年金生活者支援給付金制度がはじまります

■老齢基礎年金を受給している方
以下の要件をすべて満たしている必要があります
 歳以上である
 世帯員全員が市町村民税が非課税となっている
 年金収入額とその他所得額の合計が約 万円以下である

令和元年
月 日

 年金生活者支援給付金のご請求でお困りになったときには、お電話ください。

■障害基礎年金・遺族基礎年金を
受給している方
以下の要件を満たしている必要があります
 前年の所得額が約 万円以下である

請求手続き

対象となる方

 日本年金機構や厚生労働省から、口座番号をお聞きしたり、手数料などの金銭を求めることはありません。

『給付金専用ダイヤル』：０５７０－０５－４０９２（ナビダイヤル）

日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や案内にご注意ください。

年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入や所得額が一定基準額以下の、年金受給者
の生活を支援するために、年金に上乗せして支給されるものです。
受け取りには請求書の提出が必要です。ご案内や事務手続きは、日本年金機構（年金事
務所）が実施します。

① 平成 年 月 日以前から年金を受給している方
対象となる方には、日本年金機構から請求手続きのご案内が 月上旬から順次届きます。
同封のはがき（年金生活者支援給付金請求書）を記入し提出してください。

② 平成 年 月 日以降に年金を受給しはじめた方
年金の請求手続きと併せて年金事務所または市区町村で請求手続きをしてください。

請求手続きは
お早めに！

年金給付金 検索

無
料
法
律
相
の
ご
案
内
（
奄
美
法
律
セ
ン
タ
ー
）

　

奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共
同
で
開
催
し
て
お

り
大
和
村
民
も
無
料
で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
時
間
は
30
分
で
す
。（
事
前
に
相
談
内
容
を
ま
と
め
て

お
く
と
効
率
的
で
す
。
同
じ
人
が
続
け
て
お
申
込
み
さ
れ

る
こ
と
は
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。）

【
予
約
】

奄
美
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課

　

電
話  

０
９
９
７
（
５
２
）
１
１
１
１

■
問
合
せ
先　

大
和
村
役
場　

住
民
税
務
課

　

電
話 

０
９
９
７
（
５
７
）
２
１
２
７

11
月
14
日 

和
田 

知
彦 

弁
護
士　

13
時
～
16
時
半

11
月
21
日 

菅
野 

浩
平 

弁
護
士　

9
時
半
～
11
時
半

11
月
28
日 

宮
路 

真
行 

弁
護
士　

11
時
～
12
時
（
正
午
）

　
　
　
　
　
　
　

    　
　
　
　

   

13
時
～
15
時
半

12
月
5
日 

大
倉 

克
大 

弁
護
士　

13
時
～
16
時
半

12
月
12
日 

鈴
木 

穂
人 

弁
護
士　

9
時
半
～
11
時
半

12
月
19
日 

永
山 

一
秀 

弁
護
士　

11
時
～
12
時
（
正
午
）

　
　
　
　
　
　
　

    　
　
　
　

   

13
時
～
15
時
半

「みんなの水辺サポーター」募集中！！行
政
相
談
委
員
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
な
か
で
、
登
記
、
年
金
、
道
路
、
社

会
福
祉
な
ど
行
政
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
要
望
な
ど
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？ 

総
務
大
臣
委
嘱
の
行
政
相
談
委
員
が
皆
様

の
相
談
相
手
と
し
て
、
役
場
の
サ
ー
ビ
ス
や
行
政
の
仕
組

み
、
手
続
き
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
、
相
談
者
へ
の

助
言
や
関
係
行
政
機
関
に
対
す
る
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い

ま
す
。
次
の
と
お
り
、
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
自
宅
や
電
話
で
も

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
は

他
人
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
日
時　

令
和
元
年
10
月
10
日
（
木
）　

9
時
～
12
時

■
場
所　

大
和
村
防
災
セ
ン
タ
ー 

1
階
会
議
室

■
問
合
せ
先

　

行
政
相
談
員　

三
田
文
麿

　

電
話 

０
９
９
７
（
５
７
）
２
３
８
７

令
和
2
年
版
県
民
手
帳
の
販
売
に
つ
い
て

　

鹿
児
島
県
統
計
協
会
で
は
、
昭
和
34
年
か
ら
毎
年
、
鹿

児
島
県
民
手
帳
を
刊
行
し
て
お
り
、
60
年
以
上
の
長
き
に

渡
り
鹿
児
島
県
民
に
愛
用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
、
令
和
２
年
版
を
10
月
18
日
（
金
）
か
ら
販
売

し
ま
す
。
今
回
も
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
機
能
と
合
わ
せ
て「
鹿

児
島
の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
分
か
る
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

統
計
デ
ー
タ
で
見
る
鹿
児
島
県
や
市
町
村
の
こ
と
、
県
内

の
祭
り
・
行
事
の
紹
介
な
ど
ふ
る
さ
と
の
情
報
も
満
載
で

す
。
色
は
黒
と
赤
の
２
種
類
。
価
格
は
５
５
０
円（
税
込
）。

県
内
の
コ
ン
ビ
ニ
、
書
店
・
文
房
具
店
で
購
入
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
統
計
協
会
（
県
庁
統
計
課
内
）

　

電
話 

０
９
９
（
８
０
１
）
６
８
８
５

　

大
和
村
企
画
観
光
課　
　

　

電
話
０
９
９
７
（
５
７
）
２
１
１
７

に
「
裁
判
員
候
補
者
名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら
せ
」
又
は

「
検
察
審
査
員
候
補
者
名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら
せ
」
が

届
き
ま
す
。国
民
が
司
法
に
参
加
す
る
二
つ
の
制
度
で
す
。

ぜ
ひ
、
御
協
力
く
だ
さ
い
。
な
お
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
合
せ
先
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先

【
裁
判
員
】
鹿
児
島
地
方
裁
判
所
刑
事
部　

裁
判
員
係　

　

電
話 

０
９
９
（
２
２
２
）
７
１
５
７

【
検
察
審
査
員
】
鹿
児
島
検
察
審
査
会
事
務
局　
　
　
　

　

電
話 

０
９
９
（
８
０
８
）
３
７
１
９
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伊集院村長による連載のコーナーです。

写真と共に村長の活動を
報告いたします。

満
１
歳
お
め
で
と
う

島島
のの父 晋太朗さん　母 仲子さん　（思勝）

脇
田 

莉り

采と

さ
ん

（
父 

健  

母 

裕
莉
明
・
大
和
浜
）

川
畑 

健
一 

様
（
81
歳
・
名
音
）

森  

源
吾 

様
（
97
歳
・
思
勝
）

三
井 

ツ
エ
子 

様（
94
歳
・
湯
湾
釜
）

龍
田 

初
代 

様
（
62
歳
・
戸
円
）

原
田 

管
子 

様
（
83
歳
・
戸
円
）

時  

實 

様
（
83
歳
・
大
棚
）

滿  

光
子 

様
（
90
歳
・
国
直
）

森  

節
子 

様
（
故  

森 

源
吾 

様
）

満 

誠
範 

様
（
故  

滿  

光
子 

様
）

丸
山 

勝
義 

様
（
鹿
児
島
県
）

福
永 

純
一
郎 

様
（
鹿
児
島
県
）

元  

善
二 

様
（
東
京
都
）

田
岡 

政
和 
様
（
神
奈
川
県
）

松
井 

一
裕 

様
（
静
岡
県
）

加
納 

右
一
郎 

様
（
三
重
県
）

岩
泉 

恒
屋 

様
（
兵
庫
県
）

田
畑 

悦
郎 

様
（
鹿
児
島
県
）

佐
藤 

博
信 

様
（
大
阪
府
）

邱　

韻
芝 

様
（
神
奈
川
県
）

児
玉 

初
子 

様
（
鹿
児
島
県
）

勝
島 

利
美 

様
（
鹿
児
島
県
）

盛
田 

弘
国 

様
（
東
京
都
）

森
山 

俊
六 

様
（
兵
庫
県
）

伊
藤 

孝
男 

様
（
長
野
県
）

石
戸
谷 

浩
毅 

様
（
東
京
都
）

城 

利
幸 

様
（
東
京
都
）

高
橋 

陽
子 

様
（
東
京
都
）

藤
田 

育
美 

様
（
徳
島
県
）

福
原 

輝
義 

様
（
埼
玉
県
）

田
川 

ホ
ズ
エ 

様
（
神
奈
川
県
）

廣
瀬 

康
二 

様
（
東
京
都
）

清
水 

建
司 

様(

鹿
児
島
県
）

八
田 

耕
史 

様
（
東
京
都
）

こせきの窓

人口 1474 人 （△ 16）
男 717 人 （△ 11）
女 757 人 （△   5）
世帯 875 世帯 （   11）

　8 月 31 日現在
（前年同月比）

表 紙 写 真 の 紹 介
　今里の豊年祭は、女性のふりだしが
独特です。華やかさと厳かさは、背景
に立神があるせいかもしれませんね。
貴重なふるさとの文化を残すために
は、私たち一人一人がその継承者にな
らないといけないのだと感じた一日で
した。

ロードキル
ストップ

今年 10 件
アマミノクロウサギ事故件数

クロウサギ
横断中

2019 年 9 月 10 日現在

野生動物の交通事故防止のため、
アマミノクロウサギ輪禍件数を

掲載しています。

大和村長のフォトダイアリー

　8 月 18 日、東京都品川区におきまして関東大和会総
会が、会員を含め約 150 名の参加のもと、盛大に開催さ
れました。今年度、会長が里原さんから元さんに交代と
なり、新たな役員体制でのスタートでした。

　それぞれ仕事を持ちながら島の集まりを継続していく
ことは大変だったと思いますが、懇親会で皆さんが楽し
くされている姿を見て、準備に関わった皆さんのチーム
ワークを心強く思ったところであります。島を預かる私
たちも大和村を活性化するためにまだまだ頑張っていか
なければと思いました。

　今後も交流の場を設けながら、大和村へご支援とご協
力をお願いしたいと思います。

				    大和村長　伊集院 幼

不明・その他　27 件

 

教えてください！

あなたの大和村「こころの風景」

ＮＨＫ－ＢＳプレミアムで放送する『にっぽん縦断こころ旅』。俳優の火野正平さんが、番組に 
寄せられたエピソードをもとに、地元の人々とふれあいながらこころの風景を訪ねます。 

“２０１９秋の旅”は、富山県をスタート！石川・福井・京都・兵庫・岡山・広島・山口、九州は大分・宮崎・鹿児島、そして 
沖縄への１２週間の旅をします。その旅のルートは、皆さんから寄せられたお手紙で決まります！ 

 
皆さんの心にある大和村の思い出の風景や情景を、エピソードを 

添えて出してみませんか？ 
「何気ない風景」「思い出の風景」 

                      「忘れられない風景」「音の記憶と重なる情景」など  

写真提供：ＮＨＫ 
鹿児島県の放送予定  １２月１６日（月）～ １２月２０日（金） 
 
応募方法 ①住所 ②名前 ③電話番号 ④性別 ⑤年齢 ⑥思い出の場所・

風景 ⑦場所にまつわるエピソードを記入して下記まで。
ファックス ０３－３４６５－１３２７ 
はがき・封書 〒１５０－８００１ ＮＨＫ「こころ旅」係 （住所不要） 
締め切り 鹿児島県 １１月５日（火）必着！ 
▼詳しくは番組ホームページをご覧ください 
  http://nhk.jp/kokorotabi または「こころ旅」で検索！ 

問い合わせ ＮＨＫふれあいセンター０５７０－０６６－０６６（ナビダイヤル）または０５０－３７８６－５０００ 
 

市田 翔太朗　 幸菜さん さん

菊地 ひな　 めいさん さん

　
ふ
る
さ
と
納
税

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

  

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

  

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

  

香
典
返
し
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

   

広
報
誌
送
付
謝
礼

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

保護者からのコメント

「お歌が大好きな２人。 体を前後に揺ら

してノリノリで楽しんでいます。 これから

も２人仲良くすくすく大きく育ってね！」

父 諒さん　母 由佳さん （大棚）

保護者からのコメント

「二人とも元気でなかよく

健康でいて下さい。」

神奈川県大和市の FM YAMATO で「大和村の教えてシマッチュ！」を放送中

毎月最終土曜日 11：20 ～ 11：30（再放送は翌水曜日の 7：15 ～）

奄美では JCBA インターネットサイマルラジオで聞くことができます。

ラジオ情報

あまみ FM ディ！ で放送中　　　　　　　　　　

「広報やまとラジオ便リッスントゥーミーひらとみ」  

　　77.7MHz   毎週月～土曜日 9:00 ～／ 14：30 ～

広報やまと 9 月号15 14広報やまと 9 月号
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図書室おすすめの本

エラ・ベイリー作／せなあいこ訳／評論社

アフリカのサバンナ、南極、ジャングル、太平洋……地球のさまざまな場所の生き

物たちを、動物の赤ちゃんが紹介する可愛い絵本シリーズです。

あおいちきゅうのいちにち●絵本

奄美で 40 年記者生活を送った著者が、近世史において体験した社会

運動や事件、出来事などがまとめられている一冊。晨原さんは特に宇

検村湯湾地区の干拓事業についての話がお気に入りで、晨原さんが平

成 15 年に田検小学校の教頭を務めていた際に児童達のために台本を

書いて、学習発表会で劇を発表した思い出があるそうです。

「あの日あの時」1996 年 実島隆三 著／南海日日新聞社

本
は
心
の
栄
養
で
す
。

藤子・F・不二子 著／リングァ・ギルド訳／小学館

ドラえもんのまんがを対訳付きの英語で読めるイングリッシュ・コミックスシリー

ズの最新刊。英語学習に役立つように、わかりやすい英語に翻訳してあります。

●児童書 DRAEMON

木皿泉 著／河出書房新社

小国ナスミ、享年 43。息をひきとった瞬間から、彼女の言葉と存在は、湖に落ちた雫の波紋の

ように、家族や友人、知人へと広がっていく。命のまばゆいきらめきを描く感動と祝福の物語。

●一般書 さざなみのよる

田中久美子 著 監修／宝島社

様々な名画に “ 主婦あるある ” なキャプションをつけ、ツイートする「# 名画で学ぶ主婦業」

が Twitter で大流行。そんな話題のツイートと絵画をまとめて楽しめます。

＃名画で学ぶ主婦業●一般書

晨原弘久さん

この人のおすすめ
（61）国直

14 歳、明日の時間割／鈴木るりか
宝島／真藤順丈
ニムロッド／上田岳弘
1R1 分 34 秒／町屋良平
90 歳。何がめでたい／佐藤愛子
日本のヤバい女の子／はらだ有彩
体罰と戦争／森田ゆり
ルビンの壺が割れた／宿野かほる
殺人鬼フジコの衝動／真梨幸子
マリコ、うまくいくよ／益田ミリ

AI vs. 教科書が読めない子どもたち／新井紀子

そしてミランダを殺す／ピーター・スワンソン

My Room 天井から覗く世界のリアル 55 カ国 1200 人
のベッドルーム／ジョン・サックレー

ハリーポッターと呪いの子／ J・K ローリング他 2 名

出会い系サイトで 70 人と実際に会ってその人に合い
そうな本をすすめまくった 1 年間のこと／花田菜々子

ナショナルジオグラフィック傑作写真集「地球の瞬間」

ナショナルジオグラフィックが見た「地球の絶景」

そしてバトンは渡された／瀬尾まいこ
地球星人／村田沙耶香
文字渦／円城塔
歌集 滑走路／萩原真一郎
熱帯／森見登美彦
火のないところに煙は／芹沢央
本を送る／笠井瑠美子他 9 名
１ミリの後悔もない、はずがない／一木けい

2019 年　一般図書　新着

大和村中央公民館


